
デジタル・オシロスコープ

T3DSO2000A シリーズ

ワンランク上の低価格オールインワン

 Ū 10.1インチ大画面＆タッチパネル操作   大画面とタッチスクリーン機能で直観的な操作 
マウス、キーボードにも対応

 Ū 最長 200Mポイントのロングメモリ   長時間の波形やゆっくり変化する信号の高周波成分の分析に
有効

 Ū 低ノイズ・アナログフロントエンドを採用   500MHzの帯域幅では、入力ノイズフロアはわずか80 
uVrms、FFTピークは通常＜-105dBV

 Ū 高速波形更新- 120,000波形/秒   稀に起きる現象も捉えて確認

 Ū クラス最高の演算と計測パラメータ - 9基本演算＋FFT、50個

以上に自動計測パラメータ

  捕捉した波形から演算、自動パラメータにより重要な情報を
取得

 Ū シリアル・バス・トリガ/デコード、ボード線図、パワーデバイス・ス

イッチング電源解析、合否判定を標準搭載

  アプリケーションに対応した多彩な機能を利用可能

 ● オプションのMSO–16デジタルチャンネル   オシロスコープにミックスド・シグナル・デバッグ機能を
追加

帯域幅 100 MHz, 200 MHz, 350 MHz, 500 MHz

チャンネル数 2chまたは4ch（オプション：デジタル16ch)

メモリ長 最大100Mポイント/ch（インタリーブ時200Mポイント）

サンプリング速度 最大1GS/s（ インタリーブ時2GS/s） 

ディスプレイ 大型10.1インチ 高輝度TFT液晶（1024 x 600）

インタフェース USBホスト、USBデバイス、LAN

保証 3年

100 MHz – 350 MHz

100 MHz – 500 MHz

標準搭載機能

◆ 任意信号発生器

◆ シリアル・バス・トリガ/ 
　　デコード

◆ ボード線図

◆ パワーデバイス・スイッチング 
　　　電源解析

◆ 合否判定（マスクテスト）

◆ 最長2MポイントFFT

◆ ゾーントリガ

100MHz・・・49万円

200MHz・・・69万円

350MHz・・・90万円

500MHz・・108万円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（税別価格）

　　　



製品の概要

　T3DSO2000Aシリーズは、新世代の高速表示技術を採用し、

優れた信号の明瞭性、忠実性、高性能を実現しています。また、シ

ステムのノイズフロアも同業他社の製品に比べて低くなっていま

す。最小垂直入力範囲は500uV/divで、高感度・低ジッターの革

新的なデジタルトリガシステムや500,000波形/秒（シーケンスモ

ード）の波形キャプチャーレートを備えています。T3DSO2000A

は、256レベルのパーシスタンス機能と、高速更新レートを補完す

るカラー表示も採用しています。

　シリアル・バス・トリガを含む複数の強力なトリガ・モードを標準で

サポートしています。I2C、SPI、UART、CAN、LINシリアル・バスの

トリガが含まれています。

T3DSO2104A：4チャンネル、  100MHz

T3DSO2204A：4チャンネル、  200MHz

T3DSO2354A：4チャンネル、  350MHz

T3DSO2502A：2チャンネル、  500MHz / 4チャンネル、  

350MHz

主な機能

 • 100 MHz、200 MHz、350 MHz、500MHzの帯域幅モデル

 • 最大2GS / sのリアルタイムサンプリング速度

 • 新世代の高速ディスプレイ技術 

 ・最大400,000波形/秒の波形捕捉レート(通常モード)、 

　500,000 wfm/s (シーケンスモード） 

・256レベルの強度グレーディングとカラー表示、最大200M 

　ポイントのレコード長 

・デジタルトリガシステム

 • インテリジェント・トリガ：エッジ、スロープ、パルス幅、ウィンド

ウ、ラント、インターバル、タイムアウト（ドロップアウト）、パタ

ーン、シリアル、ビデオ

 • ゾーントリガ：ユーザ定義の領域内／領域外のイベントを最

大2つのゾーンでトリガ検出 

　T3DSO2000Aシリーズは、アナログ帯域幅100 MHz〜500MHzの4モデルで、すべてのモデルには、サンプリング速

度：2GS/s、メモリ長：200MポイントのADCが2個が組み込まれています。すべてのチャンネルが有効（4チャンネルで使

用）になっている場合、各チャンネルのサンプルレートは1GS/sでメモリ長は100Mポイントです。ADCごとに1つのチャネ

ルのみがアクティブな場合（インタリーブ時：2チャンネルで使用）、最大サンプルレートは2GS/sで最大レコード長は200M

ポイントです。

　各モデルには履歴（ヒストリ）波形記録、拡張波形記録と分析を可

能にするシーケンシャルトリガ及び50MHz任意波形発生器も標準

で装備しています。

　オプションで16チャンネルのMSO機能を追加が可能です（本体

購入後でもアップグレード可能）。

　新しいデジタル設計では、ハードウェアコプロセッサを搭載し、取

り込みやフロントパネルの応答性を低下させることなく、迅速かつ

正確な測定を実現しています。T3DSO2000Aは優れたコストパ

フォーマンスを提供します。
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 • シリアルバス・トリガ／デコーディング（標準）

　I2C、SPI、UART、RS232、CAN、LINをサポート

 • ビデオトリガ、HDTV対応

 • 500μV/div～10V/divで低いベースラインドノイズを実現

 • 100MHzの帯域幅を備えた高性能10ビットモード

 • セグメント化された取得（シーケンス）モードでは、設定したト

リガ条件に従って、最大レコード長を複数のセグメント(最大

90,000）に分割し、デッドタイムを非常に小さくして適格にイ

ベントを取り込みます

 • 波形履歴の記録（ヒストリ）機能、最大記録波形長は90,000 



 • 50項目の自動測定機能に加え、測定統計、ズーム、ゲーティン

グ、演算、履歴、リファレンス機能を搭載

 • 10個の演算関数（FFT、加算、減算、乗算、除算、積分、微分、二乗

平均平方根、平均、ERES、数式エディタ）

 • 2つの演算関数を同時に使用できる2つの演算子

 • 高速ハードウェアベースの合否判定機能

 • オプションのMSO：16デジタルチャンネル、最大50Mポイント

 • 50MHz任意信号発生器が標準装備 

内蔵の6つの波形タイプ（正弦波、方形波、ランプ、パルス、DC、

ノイズ）と45種類の任意波形

 • T3DSO2000Aオプションの任意信号発生器を使用して10Hz

から50MHzまで、またはT3AFG120任意信号発生器を使用し

て10Hzから120MHzまでのボード線図表示が可能 

モデルと主な仕様

モデル T3DSO2104A T3DSO2204A T3DSO2354A T3DSO2502A

帯域幅 100 MHz 200 MHz 350 MHz 2ch時：500MHz
4ch時：350MHz

サンプリング速度 1GS/s (インタリーブ時2 GS/s )

チャンネル数 T3DSO2104A ：4ch + EXT
T3DSO2204A ：4ch + EXT
T3DSO2354A ：4ch + EXT
T3DSO2502A ：2ch + EXT（500MHz)、4ch + EXT （350MHz） 

最大メモリ長 100 Mpts/Ch 
200 Mpts/Ch (インタリーブ時)

最大波形更新速度 120,000波形/秒（ノーマルモード）、500,000 波形/秒（シーケンスモード）

トリガ・タイプ エッジ、スロープ、パルス幅、ウィンドウ、ラント、インターバル、ドロップアウト、パターン、ビデ
オ、ゾーン

シリアル・トリガとデコード I2C、SPI、UART、CAN、LIN

デジタル・チャンネル（MSOオプション） 16チャンネル、最大サンプリング速度：500MS/s、最大メモリ長：50Mポイント/CH

任意信号発生器 1チャンネル、最大入力周波数50MHz、サンプルレート125MHz、メモリ長16kpts

インタフェース USBホスト、USBデバイス、LAN 100M、Pass/Fail出⼒、トリガ入力/出力

プローブ 4本標準付属

ディスプレイ 10.1インチ・タッチスクリーンTFT-LCD(1024 x 600) 
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 • パワーデバイス・スイッチング電源解析が標準で含まれており、

電力品質、電流高調波、突入電流、スイッチング損失、スルーレ

ート、変調、出力リップル、オン/オフ、過渡応答、PSRR、効率を測

定可能

 • T3DSO2502Aは、最大500MHzで2チャンネル、350MHz以

下で4チャンネルをサポート

 • 解像度1024x600の大型10.1インチ静電容量式タッチスクリ

ーンTFT-LCDディスプレイを搭載

 • インタフェース：USBホスト、USBデバイス（USB-TMC）、LAN、

トリガ入力/出力アウト

 • SCPIリモートコントロールコマンド対応

 • 多言語表示
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機能・特性

10.1インチTFT-LCDディスプレイと15個ワンボタン

 Ū 解像度 1024x600の10.1インチTFT-LCD静電容量式
タッチスクリーン・ディスプレイ 

 Ū 最も一般的に使用される機能には、15種類のワンボタン
操作キーを使用してアクセスできます。 
自動セットアップ、デフォルト、カーソル、測定、ロール、ヒ
ストリ、パーシスタンス、スイープクリア、ズーム、プリン
ト、演算、測定、検索/ナビゲート、デコード、AWG 

鮮明な画像を表示する高解像度 
10.1インチ TFT-LCD タッチスクリ
ーンディスプレイ

タイムベース、ズーム、ロール、トリガ
位置の水平コントロール

エッジ、パルス、インターバル、ウィン
ドウ、スロープ、ドロップアウト、ラン

ト、パターンなど高度なトリガコント
ロール

使いやすい自動セットアップ、実行/
停止、デフォルトのコントロール

9

AWG、検索、ナビゲート、ヒストリ、デ
コード用の多機能コントロール

個別の色分けされたチャネル、演算
およびデジタル入力

50MHzの任意信号発生器を標準で
内蔵

プローブ補正キャリブレータ 

色分けされた入力チャンネル 

16チャンネルロジックプローブ　　　
ソケット 

タッチスクリーン操作

 Ū 波形表示エリア上でいくつかのタッチスクリーン操作が
可能なため、直感的な操作で効率よく測定が行えます。

 Ū オフセットのドラッグ、水平方向のドラッグ、Time/Divの
ピンチ、カーソルの移動、ズーム領域の指定

4

31

78

5

26

10

1 5

6

7

8

9

10

2

3

4
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機能・特性

最大200Mポイントのレコード長

最大200Mポイント (インタリーブ) または最大100Mポイント　　 

(非インタリーブ) のレコード長により、より高いサンプリングレー

トを使用してより多くの信号の詳細を収録できます。ハードウェア

ベースのズームにより、波形の詳細をすばやくズームできます。

最大500,000波形/秒の波形捕捉レート

最大500,000波形/秒（シーケンスモード）および120,000 波

形/秒（標準モード）の波形捕捉レートで、グリッチやまれな異常、

その他の発生確率の低いイベントを簡単に取り込むことができま

す。

ヒストリ（履歴）モード 

常に有効なヒストリモードは、最大90,000の波形を収録してあり、

ストップ後にスクロールして過去のイベントを分析し、異常をすば

やく見つけることができます。

幅広いトリガ機能

エッジ、スロープ、パルス、ビデオ、ウィンドウ、ラント、インターバル、ドロ

ップアウト、パターン、シリアルなどの幅広い強力なトリガ機能により、

複雑なハードウェアの問題を簡単にデバッグできます。

強力なユーザー定義のゾーントリガ

最大2つのゾーンが定義可能で、領域内または領域外を設定しま

す。トリガは設定条件が満たされたときに発生します。ゾーントリガ

は設定が容易で高度なトリガを簡素化するのに役立ちます。

256段階のパーシスタンスとカラー表示

256レベルのパーシスタンス表示は、変調された波形や変化する

波形を見やすく表示します。

カラー表示はノイズとジッタを明確に示し、発生頻度の低い波形は

青で、最も頻繁に発生する波形は赤で表示します。
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機能・特性

分解能向上（ERES）
分解能向上（ERES）機能は、線形平均フィルターを使用して、通常の

平均化が機能しない波形ノイズを低減することにより、隠れた波形

の詳細を明らかにします。Eres機能は、通常の8ビットモードまたは

より詳細な10ビットモードと組み合わせることができます。

10ビットモード

8 ビット

10ビット

ズームと組み合わせた10ビットモードでは、ノイズを低減した波形

の詳細を表示出来ます。赤丸で囲まれた小さな変動は、10ビットモ

ードでより明確に表示できます。T3DSO2000Aオシロスコープは、

水平ズームだけでなく、垂直電圧のズーム機能もサポートしてい

るため、非常に小さな変動も拡大して表示できます。

Eresを8ビットまたは10ビットモードと組み合わせて、波形の詳細

をさらに明確に表示できます。

シーケンスモード

シーケンスモードでは、最大90,000の波形をメモリセグメントに

保存して、高速パルスをすばやく連続して捕捉できます。シーケン

スモードを高度なトリガと組み合わせて、まれなイベントを分離出

来ます。また捕捉した波形は履歴機能を使用してすべてのセグメ

ントを再生できます。

デジタルチャンネル/ MSO（オプション）

MSOオプションは16個のデジタルチャンネルをT3DSO2000A

アナログチャンネルに追加し、デジタルおよびアナログ波形を混在

してトリガ、測定に使用できます。

高度な演算関数

2つの演算トレースは、波形特性をすばやく把握するために、プラ

ス、マイナス、乗算、除算、FFT、積分、微分、平方根、平均、Eres 、数

式エディタをサポートします。
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機能・特性

フラットな周波数応答

2GS/sのT3DSO2502Aは、最大500MHz帯域幅まで非常にフラットな周波

数応答です。

高性能フロントエンド

T3DSO2502Aは500MHzの帯域幅では、入力ノイズ

フロアはわずか80 uVrmsであり、FFTピークは通常

<-105dBVです。

多機能のパラメータ計測

パラメータ測定には、次の4つのカテゴリがあります。垂直、水平、その他、チャン

ネル遅延など合計50以上の異なるタイプの測定が行えます。

測定は、波形全体または指定されたゲート範囲内で実行できます。

演算、参照、履歴波形の測定がサポートされています。

シンプル測定モードは最大12の波形特性を同時に測定しますが、高度な測定

モードは最大5つのパラメータで現在値、最大値、最小値、標準偏差、平均値、カ

ウントを同時に測定する統計を表示します。

パラメータの確率分布を示すヒストグラムが利用できます。

トレンドはパラメータ値と時間の関係を示すために利用できます。

さらに、水平測定では1回の収集で最大1000の信号エッジを処理できるため

テスト効率が大幅に向上します。
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機能・特性

Webブラウザコントロール

PCと接続してPCのWebブラウザでオシロスコープのコントロー

ル、高速波形表示、データ転送が簡単に行えます。専用のソフトウェ

ア無しでLAN経由でオシロスコープを遠隔操作できます。

50MHz任意信号発生器

標準で50MHzの任意信号発生器は、6つの標準波形と45種類の

任意波形を装備しています。

サーチ＆ナビゲート

T3DSO2000A は、ユーザーが指定したトリガ条件に基づいて、

収集レコードまたは履歴収集内のイベントを見つけることができ

ます。 ナビゲートは検索によってフラグが立てられたイベントをブ

ラウズし、履歴イベントの再生、長いレコードの遅延位置を連続的

に移動が行えます。

シリアル・バス・トリガ/デコード機能

標準で組み込みもしくはオートモーティブなど2種類のシリアル・

バス（I2C, SPI, UART, LIN , CAN）のトリガとデコードを装備して

います。プロトコル情報は波形に合わせた時刻で表形式で表示す

るため、素早く直感的に情報を把握できます。

マスクテスト機能

 マスクテスト機能を使用すると、波形またはマスクエディタ機能 で

直接独自のマスクを定義できます。履歴波形またはスクリーンショ

ットとして保存された異常波形をマスクとしても使用できます。 マ

スクは T3DSO2000Aに保管しているため、電源をオフにしても失

われることはなく、長期的な信号監視や自動化された生産 ライン

テストに適しています。

（内蔵マスクエディタ）
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機能・特性

ボード線図

パワーデバイス・スイッチング電源解析

ボード線図アプリケーションは、組み込みの任意信号発生器または外部の任意

信号発生器T3AFGシリーズを制御して、受動または能動のコンポーネントおよ

び回路の周波数で振幅と位相の応答をスキャンすることにより、ボード線図を

測定できます。

これにより、要求が厳しくないアプリケーションではネットワークアナライザとし

て使用することができます。内蔵の波形発生器により最大50MHzのボード線

図測定が可能で、T3AFG120 を使用すると最大120MHz のボード線図測定

が可能です。

画面では、最大3つの測定チャンネルを使用して参照チャンネルと測定チャンネ

ルを構成できます。

測定周波数と振幅の設定、測定ポイント数の設定、負荷、可変レベルスイープ、

チャンネルゲイン、ディケード、線形周波数モード

測定画面では、5つの一般的な測定値を設定できます。

上限カットオフ周波数、下限カットオフ周波数、帯域幅、ゲインマージン、位相マ

ージン、ユーザーが設定可能な測定カーソルがあります。

パワーデバイス・スイッチング電源解析は高度なパワー計測および分析ツー

ルを提供するため、スイッチング電源および電源デバイスの設計における

測定の効率が向上します。

電力品質、電流高調波、突入電流、スイッチング損失、スルーレート、変

調、出力リップル、オン/オフ、過渡応答、PSRR、効率の測定ができます。

各測定にはメモ付きの接続図を示すヘルプ画面があり測定をサポートします。
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仕様

捕捉
サンプリング速度 1 GS/s（インタリーブ時 2 GS/s ）

最大メモリ長 100 Mポイント/ch、（インタリーブ時　200 Mポイント/ch）

ピーク検出 1 ns

平均化 アベレージ回数：4, 16, 32, 64, 128, 256, 512, 1024

分解能向上（ERES） 追加ビット数：0.5, 1, 1.5, 2, 2.5, 3  選択可能

補間 Sin(x)/x, リニア

入力
チャンネル数 2ch / 4ch +EXT

カップリング DC、AC、GND

インピーダンス DC：(1 MΩ ± 2 %) || (17 pF ± 2 pF)

50 Ω ± 2 %

最大入力電圧 1 MΩ ≤ 400 Vpk (DC + Peak AC), DC – 10 kHz

50 Ω ≤ 5 Vrms, ± 10 V Peak

チャンネル間アイソレーション DC – 100 MHz> 40 dB、100 MHz –BW≥34dB

プローブ減衰比 1X、10X、100X、カスタム

水平軸
タイムスケール 1.0 ns/div - 1000 s/div（T3DSO2502A 0.5 ns / div – 1000 s / div）

チャンネルスキュー < 100 ps

波形捕捉レート 最大120,000 波形/秒（ノーマルモード）、500,000 波形/秒（シーケンスモード）

パーシスタンス 256レベル

表示形式 Y - T、X - Y、ロール（≥5 0 ms/div）

タイムベースの精度 ±1ppm 校正時; ±1ppm/年; ±3.5ppm/10年

ロール・モード 50 ms/div - 1000 s/div (1-2-5ステップ)

垂直軸
帯域幅（-3dB） T3DSO2104A：100 MHz 

T3DSO2204A：200 MHz　

T3DSO2354A：350 MHz　 

T3DSO2502A：500 MHz (2 チャンネル)、350 MHz (4 チャンネル) 

垂直分解能 8 ビット、 10 ビット モード≤ 100 MHz

垂直範囲 8 Divisions

垂直軸スケール 1 MΩ：500 µV/div – 10 V/div

50 Ω：500 µV/div – 1 V/div

オフセットレンジ（プローブ×１） 500 μV/div – 100 mV/div: ± 2 V

102 mV/div – 1 V/div: ± 20 V

1.02 V/div – 10 V/div: ± 200 V

帯域幅制限 20 MHz -0 % – +20 %、 200 MHz -0 % – +20 %

帯域幅のフラットネス DC  – 10 % (BW): ± 0.5 dB

10 ％  – 33 ％（BW）：±0.8 dB

33 ％  – 66％（BW）：+ 1dB、 - 1.2dB

66 %  – BW: + 2 dB, - 2.5 dB

低周波数応答（AC–3 dB） ≤5Hz（代表値、入力BNC時）

ノイズ 80µV（500MHz）

DCゲイン確度 3.0%以下

オフセット精度 ±（1％*オフセット+ 1.5％* 8 * div + 1 mV）

立ち上がり時間1) 50 Ω （代表値）≤800ps(T3DSO2502A　2チャンネル500MHzモード）≤1ns(T3DSO2502A　4チャンネルモー

ド） （代表値）≤1ns（T3DSO2354A）

（代表値）≤1.7ns（T3DSO2204A)

（代表値）≤3.5ns（T3DSO2104A)

（代表値）≤3.3ns（10ビットモード：T3DSO2104A、T3DSO2204A、T3DSO2354A、T3DSO2502A）

オーバーシュート (150ps Fast 

Edge、50Ω入力)

< 12 %
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仕様

トリガシステム
モード Auto, Normal, Single

レベル Internal: ± 4.1 div from the center of the screen、EXT：± 0.61V、EXT/5:±3.05V

ホールドオフ・レンジ Time：8 ns – 30 s (8 ns ステップ)

Event：1 – 10 8

カップリング AC、DC、LFRJ、HFRJ、NoiseRJ（CH1 – CH4） | AC、DC、LFRJ、HFRJ、（EXT）

カップリング周波数特性 

(CH1 – CH4)

DC：信号の全成分を通過させる

AC：DC成分を遮断し、20Hz未満以下の信号を減衰させる

LFRJ: 1.2 MHz 未満の低周波成分を減衰させる

HFRJ: 600 KHz 以上の高周波成分を減衰させる 

カップリング周波数特性（EXT） DC：信号の全成分を通過させる

AC：DC成分を遮断し、8Hz未満以下の信号を減衰させる

LFRJ: 33 KHz 未満の低周波成分を減衰させる

HFRJ: 967 KHz 以上の高周波成分を減衰させる 

精度 CH1 – CH4：±0.2 div、 EXT：±0.3 div

感度 CH1 – CH4：≤2mV/div±0.5div、> 2 mV/div±0.33div 

EXT：200 mVpp（DC – 10 MHz）、300 mVpp（10 MHz – 300 MHz）

EXT/5：1 Vpp（DC – 10 MHz）、1.5 Vpp（10 MHz – 300 MHz）

ジッタ CH1 – CH4 <10 ps rms、6DIV pk-pk、2 nsエッジ、EXT <200 ps rms

変位 Pre-Trigger: 0 – 100 % memory

Delay-Trigger: 0 – 5,000 div

ゾーン Zones：2、Source：CH1 – CH4、Property: Intersect / Not Intersect

エッジ・トリガ

スロープ Rising, Falling, Rising & Falling

ソース CH1 – CH4 / EXT /（EXT / 5）/ ACライン/ D0– D15

スロープトリガ

スロープ Rising, Falling

リミット範囲 ≤, ≥, < >, > <

ソース CH1 – CH4

時間範囲 2 ns ～ 20 s

分解能 1 ns

パルストリガ

極性 +wid , -wid

リミット範囲 ≤, ≥, < >, > <

ソース CH1 – CH4 / D0 – D15

パルスレンジ 2 ns - 4.2 s

分解能 1 ns

ビデオトリガ

信号規格 NTSC, PAL, 720p/50, 720p/60, 1080p/50, 1080p/60, 1080i/50, 1080i/60, カスタム

ソース CH1 – CH4

SYNC Any, Select

トリガ条件 Line, Field

ウィンドウトリガ

窓関数のタイプ Absolute, Relative

ソース CH1 – CH4
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仕様

インターバルトリガ

スロープ Rising, Falling

リミット範囲 ≤, ≥, < >, > <

ソース CH1 – CH4 / D0 – D15

時間範囲 2 ns ～ 20 s

分解能 1 ns

ドロップアウトトリガ

タイムアウトタイプ Edge, State

ソース CH1 – CH4 / D0 – D15

スロープ Rising, Falling

時間範囲 2 ns ～ 20 s

分解能 1 ns

ラントトリガ

極性 +wid , -wid

リミット範囲 ≤, ≥, < >, > <

ソース CH1 – CH4

時間範囲 2 ns ～ 20 s

分解能 1 ns

パターン・トリガ

パターン設定 Low, High、Don't Care

ロジック AND、OR、NAND、NOR

ソース CH1 – CH4 / D0 – D15

リミット範囲 ≤, ≥, < >, > <

時間範囲 2 ns ～ 20 s

分解能 1 ns

シリアル・トリガ

I2Cトリガ

コンディション Start, Stop, Restart, No Ack, EEPROM, Address&Data, Data Length

ソース (SDA/SCL) CH1 – CH4 / D0 – D15

データフォーマット Hex

リミット範囲 EEPROM: =, >, <

データ長 EEPROM: 1 byte

Address & Data: 1 – 2 byte

Data Length: 1 – 12 byte

R/Wビット Address & Data: Read, Write, Don't Care

SPIトリガ

コンディション Data

ソース（CS/CL/Data） CH1 – CH4 / D0 – D15

データフォーマット Binary

データ長 4 ～ 96 bit

ビット値 0, 1, X

ビットオーダー LSB, MSB

UARTトリガ

コンディション Start, Stop, Data, Parity Error

ソース（RX/TX) CH1 – CH4 / D0 – D15

データフォーマット Hex
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リミット範囲 =, >, <

データ長 １byte

データ幅 5 bit、6 bit、7 bit、8 bit

パリティチェック None, Odd, Even

ストップビット 1 bit、1.5 bit、2 bit

アイドルレベル High, Low

ボーレート（選択可能) 600/1200/2400/4800/9600/19200/38400/57600/115200 bit/s

ボーレート（カスタム) 300 bit/s–334,000 bit/s

CANトリガ

コンディション All, Remote, ID, ID + Data, Error

ソース CH1 – CH4 / D0 – D15

ID STD(11bit)、EXT(29bit)

データフォーマット Hex

データ長 1～2byte

ボーレート（選択可能) 5k/10k/20k/50k/100k/125k/250k/500k/800k/1 M bit/s 

ボーレート（カスタム) 5 kbit / s – 1 Mbit / s

LINトリガ

コンディション Break, Frame ID, ID+Data, Error

ソース CH1 – CH4 / D0 – D15

ID １byte

データフォーマット Hex

データ長 1～2 byte

ボーレート（選択可能) 600/1200/2400/4800/9600/19200 bit/s

ボーレート（カスタム) 300 bit/s～20k bit/s

シリアルデコード
デコード数 2

デコードタイプ Full Duplex

スレッシュホールド -4.1 – +4.1 Div

リスト 1～7 lines

I2Cデコード

信号 SCL, SDA

アドレス 7 bit / 10 bit

デコードフレーム（最大） 2,000

SPIデコード

信号 CLK、MISO、MOSI、CS

エッジセレクト Rising, Falling

Chip Select Active Low, Active High, Clock Timeout

ビットオーダー MSB, LSB

デコードフレーム（最大） 15,000

UARTデコード

信号 RX, TX

データ幅 5 bit, 6 bit, 7 bit, 8 bit

パリティチェック None, Odd, Even, Mark, Space

ストップビット 1 bit, 1.5 bit, 2 bit

アイドルレベル Low, High

ビットオーダー LSB, MSB

デコードフレーム（最大） 15,000

CANデコード

信号 CAN_H, CAN_L

ソース CH1 – CH4 / D0 – D15

デコードフレーム（最大） 2,000

仕様
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仕様

LINデコード

LIN仕様 パッケージリビジョン Ver1.3、Ver2.0

ボーレート（選択可能) 600 bps、1200 bps、2400 bps、4800 bps、9600 bps、19200 bps、custom

デコードフレーム（最大） 3,000

計測パラメータ
ソース CH1 – CH4 / D0 – D15, F1 – F2, Ref, History, Z1 – Z4

モード Simple, Advanced

レンジ Screen, Gate

測定パラメータ

垂直（電圧） Max.   入力波形の最大値

Min   入力波形の最小値 

Pk-Pk   データの最大値と最小値の差 

Ampl  トップとベースの差、または最大と最小の差

Top  バイモーダル波形で最も確率の高い上位状態の値

Base  バイモーダル波形で最も確率の高い下位の状態の値

Mean  全データ値の平均

Cycle mean  第1サイクルのデータ値の平均

stdev 全データ値の標準偏差

Cycle std  第1サイクルの全データ値の標準偏差

RMS  全データ値の二乗平均値

Cycle RMS  第1サイクルの全データ値の二乗平均平方根

Median すべてのデータ値の中間データ値

Cycle Mediam 最初のサイクルのすべてのデータ値の中間データ値

FOV  立ち下がりエッジ後のオーバーシュート; (base-min)/Amplitude

FPRE  立ち下がりエッジ前のオーバーシュート；(max-top)/Amplitude

ROV  立ち上がりエッジ後のオーバーシュート; (max-top)/Amplitude

RPRE  立ち上がり前のオーバーシュート; (base-min)/Amplitude

Level@Trigger  トリガポイントの電圧値
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水平軸 (タイムベース) Period   50%のレベルで波形の1サイクルごとの周期、正の傾き

Freq   50%のレベルでの波形の1サイクルごとの周波数、正のスロープ

Time@max 最大値の時間

Time@min 最小値の時間

+Width 50%のレベルと正の傾斜で測定された幅

-Width   50%のレベルと負の傾斜で測定された幅

Rise   立ち上がりエッジの持続時間は10～90%です。

90 – 10 % Fall 立ち下がりエッジの持続時間 90 - 10 %

Rise  立ち上がりエッジの持続時間は20～80%です。

80 – 20 % Fall 立ち下がりエッジの持続時間 80 - 20 %

+Bwidth   50％交差点での最初の立ち上がりエッジから最後の立ち下がりエッジまでの時間

-Bwidth  50％交差点での最初の立ち下がりエッジから最後の立ち上がりエッジまでの時間

+Duty   周期に対する正の幅の比率

-Duty 周期に対する負の幅の比率

Delay   トリガから50%クロスでの最初のトランジションまでの時間

T@M Time@Level トリガから50%クロスの各立ち上がりエッジまでの時間。

CCJ  2つの連続した期間の違い

Delay Phase  2つのエッジ間の位相差の算出

FRFR   ソースAの最初の立ち上がりエッジとソースBの次の最初の立ち上がりエッジの間の50％交

差時の時間

FRFF   ソースAの最初の立ち上がりエッジとソースBの次の最初の立ち下がりエッジの間の50％交

差時の時間

FFFR   ソースAの最初の立ち下がりエッジとソースBの次の最初の立ち上がりエッジの間の50％交

差時の時間

FFFF   ソースAの最初の立ち下がりエッジとソースBの次の最初の立ち下がりエッジの間の50％交

差時の時間

FRLR   ソースAの最初の立ち上がりエッジとソースBの最後の立ち上がりエッジの間の50％交

差時の時間

FRLF   ソースAの最初の立ち上がりエッジとソースBの最後の立ち下がりエッジの間の50％交

差時の時間

FFLR   ソースAの最初の立ち上がりエッジとソースBの最後の立ち下がりエッジの間の50％交

差時の時間

FFLF   ソースAの最初の立ち下がりエッジとソースBの最後の立ち下がりエッジの間の50％交

差時の時間

Skew  ソースAのエッジの時間から最も近いソースBのエッジの時間を引いたもの

その他の設定 +Area   ゼロより上の波形の領域

-Area   ゼロ未満の波形の領域

Area 波形の面積

AbsArea 波形の絶対面積

Cycles 周期波形のサイクル数

Rising Edges 波形の立ち上がりエッジの数

Falling Edges   波形の立ち下がりエッジの数

Edges   波形のエッジの数

Ppulses 波形内の正のパルスの数

Npulses  波形の負のパルスの数

カーソル Manual：時間 X1, X2, (X1-X2), (1/ΔT) 、電圧 Y1, Y2, (Y1-Y2) 

Track　：時間 X1、X2、(X1–X2) 

ソース：CH1 – CH4 / D0 – D15、演算、Ref

統計表示 Current、平均値、最小値、最大値、標準偏差、カウント、ヒストグラム、トレンド

counter ソース：CH1 – CH4

周波数分解能：7桁

仕様
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演算機能
演算子数 2

ソース CH1 – CH4、Z1 – Z4、F1、F2

操作 +、-、*、/、FFT、d / dt、∫dt、平方根、数式エディタ

FFT 長さ：  2 Mpts, 1 Mpts, 512 kpts, 256 kpts, 128 kpts, 64 kpts,  

32 kpts, 16 kpts, 8 kpts, 4 kpts, 2 kpts

ウィンドウ：長方形、ブラックマン、ハニング、ハミング、フラットトップ

ディスプレイ：フルスクリーン、スプリット、独占

モード： 通常、最大ホールド、平均 

ツール：ピーク、マーカ

解析機能
サーチ

ソース CH1～CH4、履歴

モード エッジ、スロープ、パルス、間隔、ラント

コピー設定 トリガからコピー、トリガにコピー

ナビゲート

タイプ 検索イベント、時間、履歴フレーム

マスクテスト

ソース CH1 – CH4、Z1 – Z4

マスク作成 自動（マスクの作成）、カスタム（マスクエディタ、オプション）

マスクテスト速度 最大80,000フレーム/秒

フレーム保存先 履歴へ、スクリーンショットへ

ボード線図

ソース CH1 – CH4

サポートされている信号源 任意波形発生器オプション、T3AFGシリーズ（接続：USB、LAN）

スイープタイプ Simple、Vari-level

Frequency モード：線形、対数

範囲：10 Hz – 120 MHz

測定 上限カットオフ周波数、下限カットオフ周波数、帯域幅、ゲインマージン、位相マージン

パワーデバイス・スイッチング電源解析

測定 電力品質、電流高調波、突入電流、スイッチング損失、スルーレート、変調、出力リップル、オン/オフ、過渡応

答、PSRR、効率

任意波形発生器
チャンネル 1

最大出力周波数 50 MHz

サンプリング速度 125 MSa/s

周波数分解能 1 μHz

周波数精度 ± 50ppm

垂直分解能 14 bits

出力電圧 -1.5 V ～ +1.5 V (50Ω)

-3 V – +3 V（HiZ）

波形タイプ Sine, Square, Ramp, Pulse, DC, Noise,45種類の内蔵波形

出力インピー ダンス 50 Ω ± 2 %

ESD保護 過電圧保護、電流制限

正弦波

周波数 1 μHz ～ 5 MHz

オフセット精度(10kHz) ± (1 % * オフセット設定値 + 3 mVpp) SFDR

振幅フラットネス (10 kHz、5 Vpp) ± 0.3 dB ≤ 25 MHz、±0.5dB> 25 MHz

SFDR DC ～ 1 MHz -60 dBc、 1 MHz ～ 5 MHz -55 dBc、 5 MHz ～ 25 MHz -50 dBc、

25 MHz ～ 50 MHz -40 dBc

Harmonic Distorsion DC ～ 5 MHz -50 dBc、 5 MHz ～ 25 MHz -45 dBc、 25 MHz ～ 50 MHz -40 dBc

仕様
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正弦波/バルス

周波数 1 μHz ～ 5 MHz

デュティーサイクル 1 % – 99 %

立ち上がり／立ち下がり時間 < 24 ns (10 % ～ 90 %)

オーバーシュート < 3 % (代表値 1 kHz, 1 Vpp)

パルス幅 > 50 ns

ジッタ < 500 ps + 10 ppm

ランプ

周波数 1μHz ～ 300kHz

直線性（代表値） < 0.1 % of Pk-Pk (代表値, 1 kHz, 1 Vpp, 50 % Symmetry)

シンメトリ 0 % – 100 %

DC

オフセット・レンジ ±1.5V（50Ω）

±3V（HiZ）

精度 ±（|設定値| * 1％+ 3 mV）

ノイズ

帯域幅 ＞25MHz(3dB)

Arb

周波数 1 μHz ～ 5 MHz

波形長 16 kpts

サンプリング速度 125 MSa/s

波形インポート EasyWave、U-Disk、アナログチャンネルの波形データから直接

デジタルチャネル（オプション）
チャンネル数 16

最高サンプリング速度 500 MS/s

最大メモリ長 50 Mポイント/CH

Min.検出可能最小パルス幅 3.3 ns

レベルグループ D0～D7、 D8～D15

レベルの範囲 -10 V ～ 10 V

ロジックタイプ TTL、CMOS、LVCMOS3.3、LVCMOS2.5、カスタム

Skew D0～D15: ±1サンプリング・インターバル

デジタルからアナログへ：±（1サンプリング間隔+1 ns）

インタフェース
規格 USB 2.0 ホスト x2、USB 2.0 デバイス、LAN 100 M、パス/フェイル出力 3.3 V TTL、トリガ出力 3.3 V

LVCMOS、EXT トリガ≤ 1.5 Vrms、EXT/5 トリガ≤ 7.5 Vrms

ディスプレイ
ディスプレイタイプ 10.1インチTFTLCD容量性タッチスクリーン

分解能 1024 x 600

コントラスト 500：1

バックライト 500nit(代表値)

Range 8 x10グリッド

仕様
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波形表示
タイプ ドット、ベクター

持続時間 OFF、 1 s、 5 s、10 s、 30 s、 無限

カラーディスプレイ ノーマル、カラー

スクリーンセーバー 1分、5分、10分、30分、1時間、オフ

言語
言語 簡体字中国語、繁体字中国語、英語、フランス語、日本語、韓国語、ドイツ語、ロシア語、イタリア語、ポルトガ

ル語

環境
温度 動作時：＋10 ～ ＋40℃

-20 ～ +60℃（非動作時）

湿度 動作時：85 % RH, 40℃, 24時間

非動作時：85 % RH, 65℃, 24時間

高度 動作時： ≤ 3000 m

非動作時: ≤ 15,266 m

電磁両立性(EMC/EMI) 2014/30/EU

規格 EN 61326-1:2013

安全性 規格 EN 61010-1:2010

電源
入力電圧と周波数 100 – 240 Vrms 50/60 Hz 100 – 120 Vrms 400 Hz

電源 最大80W、標準50 W、スタンバイモードで標準4 W

物理的仕様
寸法 長さ*幅*高さ= 352 mm * 111 mm * 224 mm

重量 N.W 3.9 Kg

G.W 5.4 Kg

すべての仕様を保証するには以下の条件を満たす必要があります。 
● オシロスコープの校正期間が有効であること 
● オシロスコープが指定された温度 (18 – 28℃ ) で少なくとも30分間連続して動作していること

仕様
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オーダー情報

T3DSO2000プローブ

プローブタイプ モデル 写真 説明

パッシブプローブ T3PP350 350 MHz帯域幅、10MΩ　10Xプローブ

T3DSO2104AおよびT3DSO2204Aオシロスコープの交換用プローブ

T3PP350A 350 MHz帯域幅、10MΩ　10Xプローブ

T3DSO2354Aの交換用プローブ

PP020-1 500 MHz帯域幅、10MΩ　10Xプローブ

T3DSO2502Aの交換用プローブ

ロジックプローブ T3DSO2000-
LS

16チャンネルロジックプローブ

（オシロスコープにオプションT3DSO2000A-MSOが必要）

MSOソフトウェア T3DSO2000-
MSO 

MSO機能のソフトウェアライセンス（このソフトウェアオプションには、ロジックプ

ローブリードは付属していません）

ライセンスされた複数のT3DSO2000Aオシロスコープ間でT3DSO2000-LSロ

ジックプローブを共有で使用可能

オーダー情報

説明 T3DSO2104A：100 MHz、4チャンネル　　（標準付属パッシブプローブ　PP215×4本） 

T3DSO2204A：200 MHz、4チャンネル　　（標準付属パッシブプローブ　PP215×4本） 

T3DSO2354A：350 MHz、4チャンネル　　（標準付属パッシブプローブ　PP350A×4本） 

T3DSO2502A：500 MHz、2チャンネル
　　　　　　　　　　　　350 MHz、4チャンネル　　（標準付属パッシブプローブ　PP020-1×4本）

標準アクサセリ USBケーブル×1

パッシブ・プローブ　チャンネル毎に1本

電源コード

クイックスタート×1

校正証明書

すべてのT3DSO2000Aシリーズには、3年間の保証が付いています(プローブは1年間）
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